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松尾副校長先生より 

今年度をもって定年退職をされる松尾宏之副校長先生より、様々な思いを文章で綴っていただきました。 

これまで様々な学校行事に取り組む佐商生の姿をお伝えしてきましたが、彼らの特別ではない「日常」を知っていただ

く機会はあまりなかったように感じます。そこに焦点を当ててみると、彼らの内面の豊かさや健気さが見えてきます。で

は早速、心和む日常のいくつかの場面へご招待しましょう。 

『月曜の朝、葉商坂の歩道を竹箒で掃くハンドボール部員。車が通り過ぎるたび、手を止め身体ごとドライバーに

お辞儀をする。ラッシュ時は 2、3メートル掃くのにも相当な時間がかかっているに違いない。ありがとう。・・・同

じ朝、校舎の廊下や階段を雑巾で拭き上げるバスケットボール部員。夏は朝から汗だくに、冬は手が悴んでいるに違

いない。再びありがとう。・・・朝練へ階段を駆け下りる野球部の男子。校舎に響き渡る「オゥース！」その勢いに、

こちらも慌てて「オゥース」と返す。完全に負けている。・・・廊下ですれ違うたびに、挨拶をする女子。ほんの少し

前、挨拶を交わした生徒とまた出会い、にっこりと会釈をしてくれる。こちらのバツの悪さを笑顔で払拭してくれ

た。・・・職員室に入室する時、ハリのあるきびきびした声で名乗る男子。先生方の反応を期待していると、「今日も

目の覚めるいい声だね。」にニコリ。・・・授業の始まりに、「よろしくお願いします。」と両手を前に組んでお辞儀を

１回。「失礼します。」と言って再びお辞儀をもう１回。そして椅子を引き、丁寧な振る舞いで座席に腰を下ろす生徒

たち。授業の進度に追われている私は、「今日も落ち着いて、始めましょう！」と言いながらも、落ち着くのはこちら

の方だと反省する。・・・「お仕事中申し訳ございません。お時間よろしいでしょうか。この度、〇〇商事を受験しま

す。面接の練習をお願いできないでしょうか。」と依頼をかける３年生。その言い回し、もう充分合格の域だ。・・・

うつむき加減に近寄ってきて、「あの～、すみません。今回、携帯を教室で使用しているところを△△先生に指導を受

けました。つきましては、副校長先生にもご指導をいただきたいと思います。」としおらしくお願いする１年生。もう、

次ないよね。・・・通学バスを降車する時「ありがとうございました。」と、運転手さんにお礼を言う生徒。学校を離

れてもそうであってくれ。・・・卒業式の歌唱練習で、音楽教師の「君たちの声の質がいい！」の激励に、全校生徒 600

名の目が一瞬で輝いた。雰囲気が一変し、その歌声に心洗われた。今年は、あの感動が恋しい。・・・教室では見せな

い大人びた動きを体育館のステージで繰り広げるバトン部。ほんとうに生き生きしている。・・・首（コウベ）をたれ、

一糸乱れず問題に向かう簿記電部。部室を覗くと、なんと 5、60人の生徒が教室一杯にいるではないか。物音ひとつ

立てず。私の足音だけが部室に響いてしまった。ゴメンナサイ。・・・部活が終り、２人組になって、暗い校舎中の戸

締りをする吹奏楽部。私が閉めようとすると、「ありがとうございます。」と深々とお辞儀をしてくれる。お礼を言う

のはこっちの方だ。 

生徒たちの些細な動きが私を癒してくれる。私の明日はそれで成り立っているようなものだ。何気ない日常生活で、

「他を認め、他に認められる」こと。これが本当の喜びなのだと生徒に教わった。このことを声高に言うわけではな

く、ただ日常として、心地よく過ごす学び舎であって欲しい。』 

学校の中の何の変哲もない「日常」を見ていると、気づかなかった彼らの非凡な才能や独特なインスピレーションに、

ハッとさせられることがあります。そんな時、自分は教師であってよかったと思うのです。 

中庭落成式 

 昨年から始まった工事が終わり、カラフルなブロックと芝生

で覆われた中庭が完成しました。去る２月１2日、教室や渡り

廊下から大勢の生徒らが見守る中、中庭落成式が挙行されまし

た。吹奏楽部による演奏の中、工事を担当された西田造園土木

株式会社社長、幸地同窓会会長、田中ＰＴＡ会長、池田生徒会

長、中園本校校長がテープカットを行いました。写真は新しい

中庭が始まった歴史的瞬間をとらえたものです。今後はテーブ

ルや椅子を設置し、さらに充実した中庭になる予定です。 



 


